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1.3 ~ -1.5 Vに
電子受容体で
容体であるこ
トルの変化を
能を持ち、電
用性に期待が
C6H13c導体を合成し、
、ピラジノイミ
キサアザアント
析によって構
わかった。1と2
振動構造が見ら
基Arによらずク
収率と電子吸収
特性ではCV測
第一、第二還元
あるナフトキノ
とがわかった。
確認した。以上
子受容体にもな
もたれる。  
